
こんな製品あったらいいな
をお届けします

カ ル バ ー ト

擁 壁

環 境 保 全 型

道 路

水 路 ・ 農 林

特 殊 工 法

分割ボックス・可とうボックス(N) ・アーチカルバート・ボックスカルバート・べベルカルバート(N) ・門型カルバート・

耐震性貯水槽（40・60・80・100ｍ３）・防火水槽（40ｍ３）・遊水池(N) ・ミニゲート・排水処理槽・etc.

親緑・親緑ステア・ポラポット(N) ・プロテクトⅠ/Ⅲ型・のぼろうくん・魚道・おさかなステーション(A)・
フリュームビオタイプ(A)・etc.

FV側溝・スラッと側溝(N) ・エルドレイン(N) ・トンネル監査廊用側溝(N) ・矩形断面側溝(N) ・DR2側溝・SK側溝・

ピュアドレイン・ピュアドレイン ミニ(N)・アプロンⅡ(N) ・簡易床版・パワースラブ・オーバーハングブロック・

ロードプラス(N)・プレガードⅡ(N) ・簡易床版基礎台・組立マンホール・etc.

SSS-Ⅱ/Ⅲ型フリューム・多機能U型水路・水路用L型・組立水路・フリューム・角/ベンチフリューム・
底樋管(A)・組立式階段 エバルート(N)・フレックス笠コンブロック(N)・ゴビマット(N)・張りブロック・etc.
トップベース工法 <マイ独楽>(N) ・リフトローラー工法(N) ・マルチスライド工法(N)・OSJ工法(N)(A)・TSKJ工法(N)・
サイミックス・更生工法(A)・エレベータ昇降路・油水分離槽・コーティング工法(N) ・etc.

E・スタックウォール(N) ・スタックウォールV・キャッスルウォール(N) (A)・ポラメッシュ(N)(A)・GLウォール(N) ・
UMウォールG(N)・多数アンカー式補強土壁工法(N) ・ストックヤードブロック(N) ・ジオセル工法(N) ・
ＨＤウォール・ダムウォール(N) ・プレキャスト防護柵・etc.

(A)＝ARIC (N) ＝NETIS ： 掲載終了技術を含む

分割式門型カルバート（フーチング一体型）の施工事例

『分割式門型カルバート』の施工事例をご紹介します。

圃場整備工事内の農道橋として、既設構造物（護岸）を
撤去せずに施工可能な門型カルバートを長年採用して頂
いております。今回の現場はフーチングを一体化した門
型カルバートが採用されました。

製造、運搬の関係で上下分割タイプとなっており、上下
連結には、【スプライススリーブ工法】を採用しております。

対応規格、その他設計に関するご質問等はございまし
たら、最寄の営業所までお気軽にお問合わせ下さい。

(Writing By Yamaguchi B.O. Shinagawa)

事業主体 ： 中国四国農政局
規 格 ： （内空）B9100 x H3300mm フーチングB1600mm
施工場所 ： 山口県熊毛郡田布施町
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新商品 スタックウォールT のご紹介

～郷土紹介 ・ しまなみ海道～

尾道営業所 手島です。尾道といえば、尾道～四国今治の島々を
橋で結びその絶景をサイクリングで楽しめる「しまなみ海道」の起点
の街です。

休日になると多くのサイクリストがしまなみ海道のサイクリングを楽
しんでおられています。私もそんなサイクリストの一人です。自転車で
しまなみ海道を走ると、日常では得られない爽快感や達成感が味わ
え、まるで、瀬戸内海を制覇したような気分になります。
興味のある方は、ぜひ体感してみてください。

（ 写真 自転車で登山した大島の亀老山展望台から臨む来島海峡大橋 ）

名 称 ： スタックウォールT  
規 格 ： 750型
施工場所 ： 広島県福山市内

広島県内では昨年の豪雨災害で被災した箇所
の復旧工事が引き続き行われております。被災直
後より設計会社様からのご相談を受け被災した現
場を調査してまわりました。

その中で、大型ブロックを検討したいのだけど進入
路が狭く、レッカーの進入設置も困難で大型の製品
が計画できない箇所が多く、何とかならないかとの相談が多数ありました。

「 スタックウォール T 」は、そんなニーズにお応えできる製品です。控え750型のみの設定ですが、従来の大型ブ
ロックの壁面面積も製品重量も、ほぼ1/2※になっております。レッカーの設置ができない現場でも、クレーン機能付
きバックホウで施工できる重量です。（※当社製品との比較）

まだまだ復旧工事は続きますが、微力でもその一助になればとの思いでご提案させて頂いております。このような
条件下での検討案件があれば、お気軽にお問合せ下さい。

（Writing by Onomichi B.O Teshima）


